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大 腸 癌 . 町 し細 目蘭 . 好 気 性 菌 . 煉 !'ilJt:.t策

け る 革 解 離 曲腹 腔 内 感 染 は い ま だ 高 率 で あ り, 致 命 的 な

緒 m 状 態 をこ至 ら な い ま で も 治 療 を鳩 期 間 を 賓 す る こ と 摘 い .

近年の消化簿外料簡 域 に お け る 手 術 療 法 をこ抗 盤 剤 が 太 最 近 薗 培 養 技 術 の 進 歩 発 展 と 相 楳 っ て 隻 腸 内 細 菌 叢 の な

きく霞献していることは周知 の 事 実 で あ る & そ の な か で か で も 嫌 気 性 菌 をこ尉 す る 関 心 が 高 ま り 手 術 後 感 免 疫 で 嫌

も感染の機会の多い下部消化管,とく をこ来 腸 痛 術 後 に お 無 性 蘭 感 染 の 占 め る 割 合 が 多 い こ と が 知 ら れ て き て お り ,
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串間工太腺癌手術後の感毅症発生を潤 する術前抗生剤没落の効果

また好漁捜齢との複数菌感染翻多いことも寧fj明しできて

いる.二し'11､･~工L:膏距丁亘,.工∴ 状J.,L･''1教主二言左腸癌

t､1(_.;111inhri･∴加Il･_t)こl(~･ttlriこ11(･lt､こ川i岬 ._L_.して術前:日用EIl

の経u抗生剤投軒を行なってきた.術前経口抗生剤とし

てはき耐性菌の問題畢時ず鴬の変遷によって護975年藍で

汗tくこ川こ川llrt､in､日､卜tくMi.._略十一キ∴1t)17(日工.り)覗.I

---H'liI1Lhrn.vcin訂J､卜LIl.一l)M 上略す､＼⊇与..1～18()隼､L

i)｢11ohmmJでin＼‖∴卜TL11号ーL_:略せl,寸M(,tronidこ17,(･)lil

‖t卜L八川rl'):_略十㌧tを斗iこ使用してきた.今回.こしTl

各穫術前経W抗教則投与が術後感染をこ与える影響を手術

創車腹腔内感染率,感染爵摘滝検出された菌の薬剤耐性,

経に3抗生剤投与前後の腸内細菌数の変化とこの時検出さ

れた薗極をこ射する薬剤耐性などから検討したのでその効

果や成績;:J,-̀~~･.いて報告寸1.

対象及び方法

1.対象症例

新潟兼学医学部附属病院第-外科で正邪通年漫月より遷鮎

;i:I7._tトトニLIl約1出端jに切陳さ_畑仁大腸癌症例｣ここl･17症

例.㍗,二:I:LTl内訳言盲腸癌こも1桝,jlHp結腸癌2(;伸し借行結

粕南2岬1j.卜行結岬緑樹軒 より輔1,;柑由l)iZ例.1川柳品177

例.肝門癌〔)例二予卜予 ､表l).軒別.二言.里性107

197

尤 身性温5り丸で,平均年魯ほ各Aや宿怨,8才,58や5才で
Lやト守二.

2･研究Jj扶

ll T術削･摘畔｢里首範率

手術創魯腹腔内感染率を隼政弘 解式別をこ比較検

討したせき緋こ術前抗生剤投巻内容磨緋こザ貫群 潮

前抗生剤無投与群巨趨8風 防群 ∈解前鵜関単独

接客群日詰5例雫戯評腕前KM癖だhm閣投与欝い

且89例芦W砕 く衡前闇盟曲M誠で授与群日管5例の
●

内感染率を比較検討したBなお抗生剤の投与はいず
れも術前3F湖上上だ二.

望)手術感染創よりの検出菌の分離額渡と薬剤耐性

手術感染創より検出された薗樽の分離頻度を前述

の趨欝に分秒て比較検討した｡また主な検出菌に対

する抗生剤の耐性をこついては謹濃度デスク法で行な

い,-と且十は酎観 望+と3+を感覚性ありと判

断した,なお本文をこ済いた抗生剤の略号は万円射ヒ

学瞭法学余献品:~準Il∵･･_.

那 抗盤剤投与前後の勝内細菌数の変化
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表 1 主~t1-象 症 例

盲 腺 癌 6例 『例 20例 1例 3息例

土石結腺癌 5 逮 l∴l 議 26

横行轄牌癌 3 且 15 7 26

下吾結腸癌 i 盟 逮 6 且6

S状結賜癌 7 6 29 20 62

直腸癌{≡蓋 7 5 28 且3 53

6 7 3 T 5

了 8 -ll 息確 70

肝 門 癌 3 i i 且 9

合 計 48 35 189 75 SLIT
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7 群 杭牛削無捜tj一群
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小冊:太腹癌手術後の感毅症発桂をこ対する術前抗産剤投等殿効果

養護術後鰍鹿腔内感染の年次別推移
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'精 2/盟 ∩ 6/相 田 8/18摘鳩.那

はぎ院朋単独投射こおける手酷劇や腹腔内感染率はそ

卜十卜二三丁∴巨'O∴iT.r'し-し了守一.F∵二∴ t州;十畑-さIuT

とmmMの併用授蔓-が開始された寮をこより手術爵障

腹腔内感染率は8--2望%粟I減少したすしかしき漫9鋪隼
∴･‖Ii::†丹撫仁'∴∵卜㍉._EL･臓∴､･･､頼十二Il)H･1･㌫∵1Mtl:rll

L雄打廿i･Iノ.パ｣∵トト l棚tJ:糾･I言j∴畑拙･阿r廿＼照

毅が6,5%と低率とな-一濃や禁た湿985年に入り骨盤内

臓全摘術などの高度擾巣を伴う革躯が指なわれる様にな

i).Ipl一両拙･輝け十､燕l打工巨.描..lいいTp_.高∴十+.1表
rl∴

.3.的式'p=_.HiT･･l,畑-い 町巨甘酢.ii･率

解式別事衝動⑳腹腔内感激率を比較してみると,直腺

癌に対する術式の感染率が高くとくに泉鶴亀es-輔 では浅03

例率26例望5.望%をこ感染が認められた.この望首伊陣,忠

陰部創感染は営臓5,8漫%と太部分を占めていた(養転)甲

3｡術前抗盤剤投与別手術創o髄腔内感染

手術創*腹腔内感染率は主群(無投与群)では複8例中

寮綴術式層ぎ漫手術密u腹腔内感染率

1(i)王事

術 式 邑 拙感染例Loo)
回昌荘切枠術 l̀G ←=う言1

右半結腸.切除鮪 十山 十ll一十

左葦結腸.切除術 針霊芝を9.息)

S状結腸-切除術 辛.m十7←鋸

計

寮冒 前勉巌としての抗壁剤授与における窮障髄腔内感染率

… 捜 査 抗 生 剤 量感撃墜例数 感 染率
首 群 (L無 敗 を-群 ) 且複/ 洩畠 望9,望%

= 群 雄M十しLHM 持与軒十 〇ホ+180 且芸:警芸漂jH*J*Ⅳ 粧 しTOti+Mr二T甘与甘十 5+ 75
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櫓,術後感染爵盲はり殿娩出菌の浄燈頻度

高頻度に浄離された商機としてぼ芳選評か琶)W群の各

群の間で若干異なるが芦グラム陽性球菌では,E事蕗ef:-
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対Lで高率に耐性菌が出猟している加護た抗生剤投与-一筋申

ChmM授与群に対してほとんど耐性とな--)ているのが

感覚性がないことが分か-fこいるせ嫌気性グラム陰性種

臣W頚を見張るものがあり†このことは今村ら亀5鵬)i7慨短

期㌢調のmydmM投与により高率に耐性菌が旧税すると

/､柁告し-煎,?.ll二.

経‡二ぽこ生剤投与前後をこおいて腸内細歯数の変化を見る

衣,院朋単独投与群では腸内細菌科についてのみ有意

をこ減少が認められた,また術後感染創よりの換拙菌かご仙お

紺♭る薬剤耐性をこおいても明㌃)かな榛に,KMをご対して

I:.川信 /'.!･ll!.直人ヾ吊:E吉畑'-I.];1も吊j昌.ド.十I..Li草堂什･;.I

示し十.｣∴十卜町∴こ､ぺ∴冊畑､･A:削L■リ(＼1中仙持Jjp

では,腸内細菌耕mなかで箪にだ.tVdiをこ対Lて酌み

有効であるとする報嘗+:磯していた.Lかし,それ以

外LTl.il粧づ輔欄lL十一､/＼宜′).ヾ晶r-r∴T:.(pLil･t/(.,1(､､:RFp旧情Ui'L:

ど感受性を嘉きなかった.窪た閑職owamら慧岩切撹喝

した,複数菌感染症における二相性感染をこ関係の深い嫁

投吊甘∴::汗.腸相柚射十 .ヾ.'Illf-E､II.ヾ.上 げ]''/(川iZ'/卜

をこついては有意の減少を鬼たが,嫌気性菌については粛

点し'li町｣,′､畑認LtJ)∴日昌)L･.上.T川う†九日.二'r投jjI針二十

濃蘭を除く巌内細菌料,好気性グラム陽性球菌の 藍.

顔geail.Sと嫌窺性菌をこおいて有意の減少を認めKM単

独投与群や既朋すCLDM投与群に比べ明らかをこ良好な

成績が得られた.井上ら2)は,好気性菌と嫌気性菌の両

者が減少Lなければ感染予防は期待できず,KM十だIJnM苧
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't川H＼lllこ11投LjL:i.こ!二:'j/;>I十三二ヰ.､.]剤廿里巨悠卜畑.i;L無

投与群をこ比べ感染率を有意に低下させることはできない

と報告している也我 の々結果においてもち無投与群の手

術創骨髄腔内感染率は29.2%,K朋単独投与贋では誠か転

%であり,KM単独授与をこよる感染予防は期緒出来な

いと判断された｡しかし,KM十CLmM投与贋の手術

勘･順守千里草甘㌫_ミニIl.机トrll川与川川rI'捜JJ粧し,､二二:-

れは転･冒%であり芦無投与群やKM単独授与群に比較
し~二 It11卜し11.1)＼t投jJJ汁i1-､0.(1r)l.'r川ミトト.Tll'JT

には,有意産は認められなかり-1たが,T魯迅+朋琵丁投与

群において感染率が低くry闇馴-M濫Tの綴合せがKM
十だ首Jm鮎笠のそれより効果的であると考えられた.最上

より,太腹癌手術創髄腔内感染率,創感染よりの換擬菌

と分解頻度予薬剤耐用三の出現率,また経口抗生剤投与前

後をこおける細菌数の変化と擁蛙霊菌の感受性などについて

検討Lた結鼠 嫌気性菌と好気性菌の雨着に有効なⅧ闇臨

幸M式で授与が予手術創腹腔内感染の減少をこ最も審効で

あると思われた,

結 語

太腺癌に対する術前の経口抗生剤授尊による手術凱砂

腹腔内感染率,感染創よりの検擬薗とその薬剤耐性写経

口抗生剤投与前後の腸内細菌数の変化と菌の薬剤感覚性

などを綬討し,最下の結果を得た.

招 術式男fj手術創や腐敗内感歎では,蔭腺癌かこ対する幸

衛が高率で,糖をこM主星eS手術後の会陰部創感染が8息%

と高かった血

1ir卜し･tlllllいnl耐廿鈍色~r'｣､.'丁球菌トト汁弓 へIliS▲⊥＼ノ小鳥

率に認められた.藍た二相性塵取をこ関係する静態性ダラ

韓園が,複数菌感染和議語検体率ま9検体57や6%と高率に

認められた.

iltM-H,lT,r)～:Ⅰ投Ej･群l,TV群iTL)ll+＼Tlll.T投Ej･!汀1

i･一寸;汗･十r術飢･順陛内感染率て言.m粁七rV肝が=洋

上11肝に対して有意ハ減少を認人1万二. ∴lj.11日洋上Ⅳ群

の問闘ま有意差はなかったが,Ⅳ群の感染率がより低かっ
十.

射 線内緒菌数の検討では,mB+M民甘投目撃-群がや薬

顔を除いた嫌気性菌,好魔性グラム陰性樺歯,好無性グ

ラム陽性球菌をこ対して,有意の細菌数の減少を認めた℡
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寒論文昭要旨は箪26回日本消化器外科学会総会をご磨い
て発表した.

稿を終えるをこあたり,髄指執 御校閲を戴い溌二部

潟兼学第--外科学教室武藤輝一教授,鼎立吉田病院

院長か山系発生をこ感謝申し上げます∴藍fJJ細菌学

的立場より御指導を戴いた新潟太学細菌学教室松山

東平助教授以下教室農の皆様をこ心から感謝致します.
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